






















②遺物集中部2(26-2G) 

図3の26-2Gで発掘区域端部付近である。とこでは泊れた土器が低い聞東方向へ倒れ込む状態で出土した

ものと共に、付近より土器片と石器片が少々のまとまりで検出された。集中部lと同様、辿梢とされるプラ

ンや焼土得は伴わず、遺物のみの鈍中部である。

図示した辿物は6点で、土器(匪j9、13)が1、2、3、55、61の5点、石器(図14)は4 (打製石斧)

である。土器は完形に近い2と大型深鉢の 1、口緑片の 3が近接し、いずれも加I;Q利EJ目前誕の特徴を有す

ものであった。 1と2を見ると、肺倒しになっている 2の底部側の下に1の口縁部が入り込み、 2の口縁側

に l の口縁~J阿部片が散らばっている。 ] の破片を接合したところ、 胴下位~底部は全〈無く 、 下部の割れ

口は一部を|徐g平坦であった。このことより、 一つの可能性として、底部の無い1の中に 2が入っており、

2つが倒れた状態と見るとともできる。この掛合、 1は正問状態であったろうが、いずれにせよ 2つがセッ

ト関係であった可能性も考えてよいと思われる。
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図8 遺物集中部2 平面図・断面図
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